
（様式－１ 表紙）

１ 調査名称：大仙市総合都市交通体系調査

２ 調査主体：大仙市

３ 調査圏域：大仙市管内

４ 調査期間：平成２５年度

５ 調 査 費：６，９１４千円（総合都市交通体系調査）

６ 調査概要：

大仙市は平成１７年３月に１市６町１村が合併して誕生した。旧市町において

は、大曲都市計画と西仙北都市計画を保有していたが、平成２３年９月に既存２

都市計画区域を統合し、さらに新たな区域を追加して都市計画区域の再編を行な

っている。また、平成２１年度に策定した「大仙市都市計画マスタープラン」に

おいては、「連携と協働による一体的な都市づくり」を方向付けしており、新た

な時代に向けた都市計画道路網の再編が必要となっている。

当市における都市計画道路の整備状況は、計画延長７４kmのうち、４４kmが改

良済みで約５８％の整備率となっている。未着手道路のなかには計画から３０年

以上経過している路線もあり、計画当初の目的と将来都市づくりの方向性に乖離

が生じている。

そこで、長期間にわたり事業未着手の都市計画道路について、交通量調査を実

施し現在の利用状況を調査するとともに、調査結果を現在の社会情勢に照らし合

わせ、必要性や事業実現性を評価し、都市計画道路の継続・変更・廃止等につい

ての検討を行なう。



（様式－２ａ 調査概要）

Ⅰ 調査概要

１ 調査名：（建都１００４）街委補25-01大仙市総合都市交通体系調査業務委託

２ 報告書目次

１．業務概要

1.1. 業務概要

1.2. 実施方針

２．大仙市の概況

2.1. 大仙市の概況

2.2. 人口の推移

2.3. 交通量の推移

（交通量調査業務）

３．交通量調査

3.1. 調査の概要

3.2. 現地調査

3.3. 交通量調査

3.4. 資料整理

（都市計画道路見直し検討業務）

４．都市計画道路見直し候補路線の検討

4.1. 見直し検討路線の選定

4.2. 見直し検討路線の基本データ整理

4.3. 見直し検討路線の「必要性」指標の重みづけ

4.4. 見直し検討路線の「必要性」「実現性」の検討

4.5. 見直し候補路線の選定

５．都市計画道路見直し（案）の検討

5.1. 見直し候補路線の総合評価

5.2. 新規路線の検討

5.3. 都市計画道路見直し（案）の作成



６．都市計画道路見直し（案）の妥当性の検討

6.1. 現況データの作成

6.2. 現況交通量配分

6.3. 将来データの作成

6.4. 将来交通量配分

6.5. 費用対効果の整理

７．都市計画道路網（案）の作成

８．今後の課題



（様式－２ｂ 調査概要）

３ 調査体制

委員会・幹事会等は設置していない

４ 委員会名簿等：なし



（様式－３ａ 調査成果）

Ⅱ 調査成果

１ 調査目的

本業務は、社会情勢の変化や公共事業投資の効率化・重点化を踏まえ、長期間

にわたり事業未着手の都市計画道路について交通量調査を実施し、調査結果およ

び現在の社会情勢に照らし合わせ、都市計画道路の必要性や事業実現性を評価し、

都市計画の継続・変更・廃止等を検討するものである。

２ 調査フロー

計画準備

交通量調査

現地調査

交通量調査計画

交通量調査

資料整理

都市計画道路見直し検討

見直し候補路線の選定 現況データの作成

見直し検討路線の基本データ整理 現況交通量配分



見直し検討路線の「必要性」指標の重みづけ 将来データの作成

見直し検討路線の「必要性」「実現性」の検討 将来交通量配分

見直し候補路線の選定 費用対効果の整理

新規都市計画道路の検討

都市計画道路見直し(案）の検討

都市計画道路網(案)の作成

報告書取りまとめ

納 品



３ 調査圏域図



（様式－３ｂ 調査成果）

４ 調査成果












